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『多飲症・水中毒　ケアと治療の新機軸』

3 部構成で紐解く， 
よりよい援助者のための 
画期的な良書
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家族や医療者は，患者が水道の蛇口から貪る

ように水を求める姿に「どうしてあんなに？」と心

を痛めその安全を願いつつ，考えあぐねてきた。

ここに，『多飲症・水中毒』という症状に苦しむ

人々に向け，山梨県立北病院の精神医療スタッフ

によるケアの集大成が一冊の本にまとめられた。

本書を読み終え確信したことは，人々は，自分で

自分をコントロールしながら社会生活を送ってい

ること，そして，日常の生活のなかで飲食ほどそ

の人の意思によって量質ともにコントロール可能

なものはないということである。

数年前，私は学生と精神看護の実習に臨んだ。

その時出会った 50歳代の女性は，娘が嫁いだ後，

統合失調症の治療を受け，数年後水を飲み始めた。

過剰な飲水が目立ち始めたのは一人家に残してき

た夫が癌で手術を受けなければならない事態を

知ってからであった。学生は日々の関わりのなか

で何もできない自分に苛まれていたが，その女性

が幻覚や妄想に苦しみ，夫に対する妻としての苦

悩をも持ち合わせていることに気づいた。その後，

朝は検温の後女性が告げる体重と前日の夥しい飲

水量を淡々と記録し，ベッドを整え身支度や洗面

をつかず離れず見守った。しばらくして，午後の

治療がないときには趣味の絵画や全身マッサージ

を楽しみに娘のような学生を探す女性の姿があっ

た。いつの間にか飲水量は減っていた。過剰な飲

水という現象を是正するために患者の飲水行動を

コントロールしようとしていた自分に気づいたこ

の学生は，現象の意味を日々のケアのなかから患

者とともに探り当てていったのである。しかし，

私は，その後再会した女性が個室の布団のなかで

うずくまる日々を過ごしていたことを知り落胆し

た。今思えば，このとき本書のような良書に出会

えていればと悔いが残る。

さて読者は，本書が他の多くの専門書とは全く

逆の構成をもっていることに気づくであろう。第 1

部ではQ& Aとして，山梨県立北病院という一地

域の中核病院から発信された書物でありながらも，

臨床現場のどこにでもありうる疑問に的確に回答

し読者を引き込む。第 2部では実践編として，

1980年以降の北病院治療史が述べられ，医療ス

タッフの意識改革が多飲症の改善につながった事

実がコラムに語られ読者の多くが持つ体験と重な

る。そして，多飲症患者教育および家族教室の必

要性を 2006年以降の実践を基に述べている。第 3

部では知識編として，これまで述べてきた内容と研

究データを基に，あらためて『多飲症と水中毒』の原

因および診断基準と重症度分類を疫学的に述べ，

国内外の文献レビューを基に今後の治療の方向性

に結びつけて紹介している。理論としては分かっ

ていても具体的な表現がよりよい援助に結びつか

ず苦慮している医療スタッフ必読の一冊である。
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